
経済の好循環実現に向けた政府の取組み 

いわゆる「六重苦」 

円高 電力供給 経済連携 環境制約 法人の税負担 雇用環境 

安倍内閣発足時に直面した経済課題 

○企業・家計に定着したデフレマインドを払拭 
○日本銀行は、２％の物価安定の目標を２年 
・程度の期間を念頭に置いてできるだけ早期 
・に実現 

○デフレ脱却をよりスムーズに実現するため、 
  １０兆円規模の経済対策を実施 
○持続的成長に貢献する分野に重点を置き、 
  成長戦略へ橋渡し 

○民間需要を持続的に生み出し、経済を力強 
  い成長軌道に乗せていく 
○投資によって生産性を高め、雇用や報酬 
  という果実を広く国民生活に浸透させる 

○消費者物価は底堅く、デフレ脱却への動き 
○株価の上昇、円安方向への動き 

○生産の増加、地方経済への波及 
○雇用者数や求人数の増加 

○大胆な規制改革、設備投資の増加 
○TPP等による経済連携推進 

消費税率の引上げと「経済政策パッケージ」 

経済の好循環を実現 

賃金の増加 

企業業績の改善 

投資の拡大 消費の拡大 

デフレ脱却と経済再生に向けた取組みを更に強化するため、「経済政策パッケージ」を実施 

消費税率の引上げ 新たな経済対策の策定等 政労使連携による好循環実現 成長力底上げのための施策 

○社会保障費財源の確保により、 
 将来不安を払拭 
○消費税率引上げ分の価格転嫁 
 を円滑に推進 

○５兆円規模の経済対策により、 
 競争力強化策（中小企業等）、高 
 齢者・女性・若者向け施策を実施 
○簡素な給付措置、住宅取得等に 
 係る給付措置、復興の加速等 

 経済の好循環を実現するため、 
○政労使会議で共通認識を醸成 
○所得拡大促進税制の拡充、復興 
 特別法人税の前倒し廃止の検討 

○成長戦略関連施策の推進 
○生産性向上、研究開発、中小企 
 業等への１兆円規模の減税 
○規制緩和の新しい枠組み創設 

第一の矢：大胆な金融政策 第二の矢：機動的な財政政策 第三の矢：民間投資を喚起する成長戦略 

デフレからの早期脱却と経済再生を実現するため、これまでとは次元の異なる政策として「三本の矢」を一体的に推進 

デフレの継続 東日本大震災からの復興 国内産業の空洞化 社会保障費増大による財政赤字 

○最低賃金の引上げ 
○学卒未就職者の正 
 社員就職促進 
○社会人の学び直し 
 支援 

底上げ支援等 

アベノミクスの「三本の矢」 

○全１４基の原発で新 
 基準への適合申請 
○シェールガス等の安 
 定的かつ低廉な調達 

エネルギーコスト対策 
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